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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の有彩色インクに対応する有彩色データと、複数の無彩色インクに対応する無彩色
データとに基づいて記録媒体に画像を記録するための画像処理方法であって、
　前記複数の有彩色インクを用い、前記複数の無彩色インクを用いずに１つ１つが記録さ
れた複数の有彩色パッチであって、前記複数の有彩色インクを用いる量を変化させて異な
る階調値を表現する複数の有彩色パッチを測定した第１の測定結果と、前記複数の有彩色
インクを用いずに前記複数の無彩色インクを用いて１つ１つが記録された複数の無彩色パ
ッチであって、前記複数の無彩色インクを用いる量を変化させて異なる階調値を表現する
複数の無彩色パッチを測定した第２の測定結果とを取得する取得工程と、
　前記取得工程において取得された前記第１の測定結果と予め設定した目標色彩値とに基
づいて前記有彩色データを補正し、前記取得工程において取得された前記第２の測定結果
と予め設定した目標色彩値とに基づいて前記無彩色データを補正する補正工程とを有する
ことを特徴とする画像処理方法。
【請求項２】
　前記補正工程において、前記第１の測定結果と予め設定した目標色彩値とに基づいて前
記有彩色データを補正するための有彩色補正テーブルを生成し、前記第２の測定結果と予
め設定した目標色彩値とに基づいて前記無彩色データを補正するための無彩色補正テーブ
ルを生成することを特徴とする請求項１に記載の画像処理方法。
【請求項３】
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　前記複数の無彩色インクは、ブラック（Ｋ）インク、グレイ（Ｇｙ）インク、ライトグ
レイ（Ｌｇ）インクを含むことを特徴とする請求項１又は２に記載の画像処理方法。
【請求項４】
　前記複数の有彩色インクは、シアン（Ｃ）インク、マゼンタ（Ｍ）インク、イエロ（Ｙ
）インク、ライトシアン（Ｌｃ）インク、ライトマゼンタ（Ｌｍ）、レッド（Ｒ）インク
、グリーン（Ｇ）インク、ブルー（Ｂ）インクを含むことを特徴とする請求項１乃至３の
いずれか１項に記載の画像処理方法。
【請求項５】
　前記目標色彩値は、前記画像の記録に用いる記録装置の標準状態もしくは初期状態にお
いて取得した測色値を用いることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画
像処理方法。
【請求項６】
　前記補正工程において補正された前記有彩色データと前記無彩色データとに基づいて、
記録媒体に画像を記録する記録工程をさらに有することを特徴とする請求項１乃至５のい
ずれか１項に記載の画像処理方法。
【請求項７】
　記録に用いられる画像データから前記有彩色データと前記無彩色データとを生成する生
成工程をさらに有することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の画像処理
方法。
【請求項８】
　複数の有彩色インクに対応する有彩色データと複数の無彩色インクに対応する無彩色デ
ータとに基づいて記録媒体に画像を記録するための画像処理装置であって、
　前記複数の有彩色インクを用い、前記複数の無彩色インクを用いずに１つ１つが記録さ
れた複数の有彩色パッチであって、前記複数の有彩色インクを用いる量を変化させて異な
る階調値を表現する複数の有彩色パッチを測定した第１の測定結果と、前記複数の有彩色
インクを用いずに前記複数の無彩色インクを用いて１つ１つが記録された複数の無彩色パ
ッチであって、前記複数の無彩色インクを用いる量を変化させて異なる階調値を表現する
複数の無彩色パッチを測定した第２の測定結果とを取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得された前記第１の測定結果と予め設定した目標色彩値とに基づ
いて前記有彩色データを補正し、前記取得手段により取得された前記第２の測定結果と予
め設定した目標色彩値とに基づいて前記無彩色データを補正する補正手段とを有すること
を特徴とする画像処理装置。
【請求項９】
　前記補正手段は、前記第１の測定結果と予め設定した目標色彩値とに基づいて前記有彩
色データを補正するための有彩色補正テーブルを生成し、前記第２の測定結果と予め設定
した目標色彩値とに基づいて前記無彩色データを補正するための無彩色補正テーブルを生
成することを特徴とする請求項８に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記複数の無彩色インクは、ブラック（Ｋ）インク、グレイ（Ｇｙ）インク、ライトグ
レイ（Ｌｇ）インクを含むことを特徴とする請求項８又は９に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記複数の有彩色インクは、シアン（Ｃ）インク、マゼンタ（Ｍ）インク、イエロ（Ｙ
）インク、ライトシアン（Ｌｃ）インク、ライトマゼンタ（Ｌｍ）インク、レッド（Ｒ）
インク、グリーン（Ｇ）インク、ブルー（Ｂ）インクを含むことを特徴とする請求項８乃
至１１のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　前記目標色彩値は、前記画像の記録に用いる記録装置の標準状態もしくは初期状態にお
いて取得した測色値を用いることを特徴とする請求項８乃至１１のいずれか１項に記載の
画像処理装置。
【請求項１３】
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　前記補正手段により補正された前記有彩色データと前記無彩色データとに基づいて、記
録媒体に画像を記録する記録手段をさらに有することを特徴とする請求項８乃至１２のい
ずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１４】
　記録に用いられる画像データから前記有彩色データと前記無彩色データとを生成する生
成手段をさらに有することを特徴とする請求項８乃至１３のいずれか１項に記載の画像処
理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、装置個体差や環境変動などにより色特性が変動した記録装置の色補
正を行う画像処理方法、及びその方法を適用した画像処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　記録装置において、従来より、装置間の個体差や環境変動などの理由によりその出力が
変動した際、記録装置の状態を標準状態に戻す技術として、キャリブレーション技術が知
られている。従来のキャリブレーション技術では以下のようにキャリブレーション処理を
実現していた。
【０００３】
　まず、記録装置が所定のパッチ画像データに基づき複数のパッチを印刷したパッチシー
トを出力する。このパッチシートには、その記録装置に搭載している色材（例えば、Ｃ（
シアン）、Ｍ（マゼンタ）、Ｙ（イエロ）、Ｋ（ブラック）のインク）毎に全階調に渡っ
て階調値を一定幅で変化させて複数パッチずつが印刷されている。また、各色材毎に全階
調値（２５６階調）のパッチを印刷したパッチシートが用いられることもある。そして、
パッチシート上のパッチ全てを測色機等によって測定して得られた各パッチの色彩値に基
づいて所定のキャリブレーション処理を実行する。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、印刷機の色を再現して校正用カラープリンタから出力する際
に、ブラックインク版の量を実際の印刷物と大差なくし、文字品質を良くし、ブラック単
色を濁り無く再現できる色調整方法が知られている。
【０００５】
　また、特許文献２には、記録装置の色修正方法として、一定精度の色修正を行う為の重
要なパッチを測色順の早い位置に印刷し、目標とする精度に応じて測定するパッチ数を変
更して、色修正テーブルを作成する方法が開示されている。
【特許文献１】特開２００２－３３０３０２号公報
【特許文献２】特開２００５－１８４１４４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載のブラック単色の品質を良くする色調整方法では、Ｃ
、Ｍ、Ｙ、Ｋの色材の全ての組み合わせでパッチを印刷して測定する為、ユーザに大きな
手間と時間を必要とするという問題があった。
【０００７】
　また、特許文献２に記載の重要なパッチを測色順の早い位置に印刷する色修正方法では
、ユーザの手間を少なくする為に測定するパッチ数を減らすことを提案している。しかし
ながら、パッチの順番と測定する数をユーザが決めなければならない為、一定以上の精度
を保持した色修正を行う為のパッチの順番と数を決定する判断が難しいという問題があっ
た。
【０００８】
　本発明は上記従来例に鑑みてなされたもので、少ない手間と時間で精度を保持したキャ
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リブレーションを行うことができる画像処理方法とその方法を用いた画像処理装置を提供
することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために本発明の画像処理方法は、以下のような構成からなる。
【００１０】
　即ち、複数の有彩色インクに対応する有彩色データと、複数の無彩色インクに対応する
無彩色データとに基づいて記録媒体に画像を記録するための画像処理方法であって、前記
複数の有彩色インクを用い、前記複数の無彩色インクを用いずに１つ１つが記録された複
数の有彩色パッチであって、前記複数の有彩色インクを用いる量を変化させて異なる階調
値を表現する複数の有彩色パッチを測定した第１の測定結果と、前記複数の有彩色インク
を用いずに前記複数の無彩色インクを用いて１つ１つが記録された複数の無彩色パッチで
あって、前記複数の無彩色インクを用いる量を変化させて異なる階調値を表現する複数の
無彩色パッチを測定した第２の測定結果とを取得する取得工程と、前記取得工程において
取得された前記第１の測定結果と予め設定した目標色彩値とに基づいて前記有彩色データ
を補正し、前記取得工程において取得された前記第２の測定結果と予め設定した目標色彩
値とに基づいて前記無彩色データを補正する補正工程とを有することを特徴とする。
【００１１】
　また本発明を別の側面から見れば、複数の有彩色インクに対応する有彩色データと複数
の無彩色インクに対応する無彩色データとに基づいて記録媒体に画像を記録するための画
像処理装置であって、前記複数の有彩色インクを用い、前記複数の無彩色インクを用いず
に１つ１つが記録された複数の有彩色パッチであって、前記複数の有彩色インクを用いる
量を変化させて異なる階調値を表現する複数の有彩色パッチを測定した第１の測定結果と
、前記複数の有彩色インクを用いずに前記複数の無彩色インクを用いて１つ１つが記録さ
れた複数の無彩色パッチであって、前記複数の無彩色インクを用いる量を変化させて異な
る階調値を表現する複数の無彩色パッチを測定した第２の測定結果とを取得する取得手段
と、前記取得手段により取得された前記第１の測定結果と予め設定した目標色彩値とに基
づいて前記有彩色データを補正し、前記取得手段により取得された前記第２の測定結果と
予め設定した目標色彩値とに基づいて前記無彩色データを補正する補正手段とを有するこ
とを特徴とする画像処理装置を備える。
【発明の効果】
【００１４】
　従って本発明によれば、階調の異なる複数の無彩色のパッチと階調の異なる複数の有彩
色のパッチを別々に記録、測定し、補正テーブルを別々に作成するので、一定の精度を保
持しつつ、記録するパッチ数を大幅に減らしキャリブレーションを行うことができる。こ
れにより、キャリブレーションに伴う時間や手間を大幅に省くことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下添付図面を参照して本発明の好適な実施例について、さらに具体的かつ詳細に説明
する。なお、既に説明した部分には同一符号を付し重複説明を省略する。
【００１６】
　なお、この明細書において、「記録」（「プリント」という場合もある）とは、文字、
図形等有意の情報を形成する場合のみならず、有意無意を問わない。また人間が視覚で知
覚し得るように顕在化したものであるか否かを問わず、広く記録媒体上に画像、模様、パ
ターン等を形成する、または媒体の加工を行う場合も表すものとする。
【００１７】
　また、「記録媒体」とは、一般的な記録装置で用いられる紙のみならず、広く、布、プ
ラスチック・フィルム、金属板、ガラス、セラミックス、木材、皮革等、インクを受容可
能なものも表すものとする。
【００１８】
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　さらに、「インク」（「液体」と言う場合もある）とは、上記「記録（プリント）」の
定義と同様広く解釈されるべきものである。従って、記録媒体上に付与されることによっ
て、画像、模様、パターン等の形成または記録媒体の加工、或いはインクの処理（例えば
記録媒体に付与されるインク中の色剤の凝固または不溶化）に供され得る液体を表すもの
とする。
【００１９】
　またさらに、「記録要素」とは、特にことわらない限り吐出口ないしこれに連通する液
路およびインク吐出に利用されるエネルギーを発生する素子を総括して言うものとする。
【００２０】
　図１は本発明に従う実施例の特徴を概念的に説明する図である。
【００２１】
　この実施例では、Ａ０やＢ０サイズ用紙などの大判の記録媒体に記録を行うインクジェ
ット記録装置が無彩色と有彩色のインクを別々に用いてパッチを記録し、これを測定し、
その測色結果に基づいて補正テーブルを作成する。
【００２２】
　このインクジェット記録装置（以下、記録装置）は、Ｃ（シアン）、Ｍ（マゼンタ）、
Ｙ（イエロ）、Ｋ（ブラック）のインクを吐出して記録を行う記録ヘッドを有している。
そして、記録媒体としてＡ０やＢ０などの大判の記録媒体を用いることができる。
【００２３】
　図１から分かるように、記録装置は、Ｃ（シアン）インク、Ｍ（マゼンタ）インク、Ｙ
（イエロ）インクからなる有彩色のパッチを複数記録してパッチシートを出力する。そし
て、測色器により、そのパッチシートを測定して、ＣＭＹ空間上に測色値（以下、測色値
を測色色彩値ともいう）をプロットする。最後に、そのプロット値に基づいて３次元補正
テーブルを作成する。一方、その記録装置はＫ（ブラック）インクを用いて無彩色のパッ
チを複数記録してパッチシートを出力する。そして、測色器により、そのパッチシートを
測定して、Ｋ空間上に測色値をプロットする。最後に、そのプロット値に基づいて１次元
補正テーブルを作成する。
【００２４】
　＜インクジェット記録装置本体の概略説明（図２～図３）＞
　図２は本発明の代表的な実施例であるインクジェット記録装置の外観斜視図であり、図
３は図２に示したインクジェット記録装置のアッパカバーを取り外した状態を示す斜視図
である。
【００２５】
　図２～図３に示されるように、インクジェット記録装置（以下、記録装置）２の前面に
手差し挿入口８８が設けられ、その下部に前面へ開閉可能なロール紙カセット８９が設け
られている。記録紙等の記録媒体（以下、記録媒体）は手差し挿入口８８又はロール紙カ
セット８９から記録装置内部へと供給される。インクジェット記録装置は、２個の脚部９
３に支持された装置本体９４、排紙された記録媒体を積載するスタッカ９０、内部が透視
可能な透明で開閉可能なアッパカバー９１を備えている。また、装置本体９４の右側には
、操作パネル部１２、インク供給ユニット８が配設されている。操作パネル部１２の裏側
には制御ユニット５が配設される。
【００２６】
　このような構成の記録装置２はＡ０、Ｂ０などのポスタサイズの大きな画像を記録する
ことができる。
【００２７】
　図３に示されているように、記録装置２は、記録媒体を矢印Ｂ方向（副走査方向）に搬
送するための搬送ローラ７０と、記録媒体の幅方向（矢印Ａ方向、主走査方向）に往復移
動可能に案内支持されたキャリッジユニット（以下、キャリッジ）４を備えている。キャ
リッジ４にはキャリッジモータ（不図示）の駆動力がキャリッジベルト（以下、ベルト）
２７０を介して伝えられ、矢印Ａ方向に往復移動する。キャリッジ４にはインクジェット
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記録ヘッド（以下、記録ヘッド）１１が装着される。記録ヘッド１１の吐出口の目詰まり
などによるインク吐出不良は回復ユニット９により解消される。
【００２８】
　この記録装置の場合、キャリッジ４には、記録媒体にカラー記録を行うために、４つの
カラーインクに対応して４つのヘッドからなる記録ヘッド１１が装着されている。即ち、
記録ヘッド１１は、Ｋ（ブラック）インクを吐出するＫヘッド、Ｃ（シアン）インクを吐
出するＣヘッド、Ｍ（マゼンタ）インクを吐出するＭヘッド、Ｙ（イエロ）インクを吐出
するＹヘッドで構成されている。このような構成のため、インク供給ユニット８にはＫイ
ンク、Ｃインク、Ｍインク、Ｙインクを夫々収容する４つのインクタンクが含まれる。
【００２９】
　以上の構成で記録媒体に記録を行う場合、まず、搬送ローラ７０によって記録媒体を所
定の記録開始位置まで搬送する。その後、キャリッジ４により記録ヘッド１１を主走査方
向に走査させる動作と、搬送ローラ７０により記録媒体を副走査方向に搬送させる動作と
を繰り返すことにより、記録媒体全体に対する記録が行われる。
【００３０】
　即ち、ベルト２７０およびキャリッジモータによってキャリッジ４が図３に示された矢
印Ａ方向に移動することにより、記録媒体に記録が行われる。キャリッジ４が走査される
前の位置（ホームポジション）に戻されると、搬送ローラによって記録媒体が副走査方向
に搬送され、その後、再び図３中の矢印Ａ方向にキャリッジを走査することにより、記録
媒体に対する画像や文字等の記録が行なわれる。上記の動作を繰り返し、記録媒体の１枚
分の記録が終了すると、その記録媒体はスタッカ９０内に排紙され、例えば、Ａ０サイズ
１枚分の記録が完了する。
【００３１】
　図４は図２～図３を参照して説明した記録装置に画像データを生成して転送するホスト
コンピュータ１と記録装置２との機能構成を示すブロック図である。
【００３２】
　ホストコンピュータ（以下、コンピュータ）１は画像データ生成部１０と入出力インタ
フェース１９とを備える。画像データ生成部１０ではＣＭＹＫ値及び特色値によって表現
される形式での画像データを生成することが可能である。
【００３３】
　記録装置２は機能的には、画像データを受信する入出力インタフェース２０と、画像デ
ータを取得する画像データ取得部２１と、取得画像データを記録データに変換する画像処
理部２２と、画像処理に関わるデータを記憶するデータ保存部２３とを有する。さらに、
測色データを取得する測色データ取得部２４と、補正テーブルを生成する補正テーブル作
成部２５と、記録処理部２６とを備える。
【００３４】
　データ保存部２３は、例えば、ＥＥＰＲＯＭやＦｅＲＡＭなどの不揮発性メモリで構成
される。一方、画像データ取得部２１はＤＲＡＭやＳＲＡＭなどで構成されるバッファメ
モリである。画像処理部２２や補正テーブル作成部２５はＣＰＵ、ＡＳＩＣ、ＲＡＭ、Ｒ
ＯＭなどで構成される電子回路である。
【００３５】
　従って、補正テーブルの作成はＡＳＩＣなどを用いたハードウェアにより実現すること
も可能であるが、所定のプログラムをＣＰＵに実行させることで実現することもできる。
【００３６】
　画像処理部２２は、補正テーブル適用部２２０と、色変換処理部２２１と、ハーフトー
ン処理部２２２とを備える。データ保存部２３は、パッチ画像データ２３０と目標色彩値
２３１と色補正テーブル２３２と色変換テーブル２３３とを備える。
【００３７】
　補正テーブル適用部２２０は、画像記録時に画像データに対しデータ保存部２３に記憶
された色補正テーブル２３２を適用する処理を行う。色変換処理部２２１は色変換テーブ
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ル２３３を使用して受信画像データの各色成分データＣＭＹＫを記録装置２が用いるイン
クの色を表わすデータに変換する処理を行う。記録装置２が用いるインクは上述のように
、Ｋ（ブラック）、Ｃ（シアン）、Ｍ（マゼンタ）、Ｙ（イエロ）の４色のインクである
が、本発明はこの構成に限定するものではなく、淡インクや特色インクを含む構成におい
ても適用可能である。ハーフトーン処理部２２２は各インクに対応して変換された各色成
分の多値データを各画素におけるインクの吐出／非吐出を決定する２値データに変換する
。
【００３８】
　なお、この実施例の記録装置２はインクジェット記録装置であるが、記録装置としては
インクジェット記録装置の他にも電子写真方式や昇華型方式などを採用した他の記録装置
を用いることも可能である。
【００３９】
　さらに、測色データ取得部２４の構成は、次の内のいずれでも良い。即ち、外部測色器
を使用して測定された測色データを入力するインタフェースと入力バッファを備える構成
と、測色器を内蔵し、その測色器を用いて測色データを入力する構成である。いずれの構
成にせよ、測色器では、分光反射率が既知の光源で印刷物を照射し、その反射光を検出す
ることにより印刷物の分光反射率を検出し、その色彩値、例えば、Ｌ＊ａ＊ｂ＊値やＸＹ
Ｚ値を出力する。
【００４０】
　またさらに、通信回線３００はコンピュータ１と記録装置２とを接続する形態を表して
いるが、例えば、専用ケーブルなどの一つの接続形態に限定されるものではなく、無線接
続やＵＳＢ接続やネットワーク接続など他の接続形態を用いても良い。
【００４１】
　記録装置２に設けられた画像処理部２２、測色データ取得部２４、及び、補正テーブル
作成部２５は、必ずしも記録装置２に設けなければならないわけではない。例えば、これ
らの機能部は、コンピュータ１や画像処理部２２が動作可能な他の装置に設けても良い。
従って、補正テーブル作成部２５がコンピュータ１に設けられる場合、記録装置２に内蔵
の測色器或は外部測色器で測定したデータはコンピュータ１に入力される。そして、コン
ピュータ１のＣＰＵによって目標色彩値とパッチ画像データと測色データとに基づき、プ
ログラムを実行し、補正テーブルを作成する。その後、その補正テーブルが必要に応じて
通信回線３００などを介して記録装置２に転送され、データ保存部２３に記憶される。
【００４２】
　次に、以上の構成のコンピュータと記録装置とが協働して実行するキャリブレーション
処理について説明する。
【００４３】
　図５はキャリブレーション処理の第１段階である補正テーブル生成処理を示したフロー
チャートである。
【００４４】
　キャリブレーション処理の実行が指示されると補正テーブル生成処理が開始される。
【００４５】
　まず、ステップＳ１０２では、画像データ取得部２１はデータ保存部２３に格納された
パッチ画像データ２３０に基づいて画像を記録する。パッチ画像データ２３０は各色成分
各画素を８ビットで表現する階調値が０～２５５の画像データである。そのパッチ画像デ
ータは、Ｃ成分、Ｍ成分、Ｙ成分の夫々の階調値を３０刻みに変化させた組み合わせのパ
ッチ（９×９×９パッチ）とＫ成分の階調値を３０刻みに変化させたパッチ（９パッチ）
を含んでいる。読み出されたパッチ画像データ２３０は画像処理部２２において記録デー
タに変換され記録処理部２６より記録される。
【００４６】
　その際、画像処理部２２の補正テーブル適用部２２０は何の処理も実行しない。
【００４７】
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　図６は記録されたパッチ画像を示す図である。
【００４８】
　記録されるパッチ数はＣ、Ｍ、Ｙの組み合わせパッチ（有彩色パッチ）とＫのパッチ（
無彩色パッチ）より９×９×９＋９＝７３８パッチとなる。
【００４９】
　図７は従来のキャリブレーション処理において記録されるパッチ画像を示す図である。
【００５０】
　従来のキャリブレーション処理ではＣ、Ｍ、Ｙ、Ｋの組み合わせパッチを記録する為、
図７に示すように、そのパッチ画像の数は９×９×９×９＝６５６１となる。
【００５１】
　さて、記録されたパッチ画像が有彩色パッチであるか、或は、無彩色パッチであるかを
ステップＳ１０３では判断し、無彩色パッチであれば、処理はステップＳ１０４に進み、
有彩色パッチであれば、処理はステップＳ１０６に進む。
【００５２】
　ここでは、最初に、有彩色（Ｃ、Ｍ、Ｙ）の補正テーブルを作成する。従って、処理は
ステップＳ１０６に進み、有彩色パッチを測定する。そして、組み合わせパッチに対応す
る測色色彩値（Ｌ＊ａ＊ｂ＊）を得る。さらに、ステップＳ１０７では、測色色彩値とデ
ータ保存部２３の目標色彩値２３１（Ｌ＊ａ＊ｂ＊）とを比較し、差分を吸収する３次元
のＣＭＹ→ＣＭＹ補正テーブルを生成する。ここでいう目標色彩値２３１とは記録装置２
の初期状態もしくは標準状態の時にパッチ画像データ２３０を出力し測定した色彩値を予
めデータ保存部２３に設定したデータである。
【００５３】
　ＣＭＹ→ＣＭＹ補正テーブルを生成する為には、測色色彩値から目標色彩値２３１をＣ
ＭＹ空間において変換する処理が必要となる。測色色彩値のＬ＊ａ＊ｂ＊に対応する目標
色彩値２３１のＬ＊ａ＊ｂ＊が存在しない場合、補間によって対応するＣＭＹを求める。
補間方法は公知のものを用いてよく、例えば、特許文献１に記載の補間方法を用いる。
【００５４】
　次に、無彩色（Ｋ）の補正テーブルを作成する。従って、処理はステップＳ１０３から
ステップＳ１０４に進み、無彩色パッチを測定する。無彩色パッチでは、色味成分（ａ＊
ｂ＊）に関する補正テーブルは必要とせず、ステップＳ１０５では明度成分（Ｌ＊）のみ
でＫ→Ｋ補正テーブルを作成する。
【００５５】
　最後に、有彩色補正テーブルと無彩色補正テーブルをデータ保存部２３の色補正テーブ
ル２３２として保存する。
【００５６】
　このようにＣＭＹＫ色成分から成る画像データを受信する記録装置の場合には有彩色の
ＣＭＹ各成分の画像データに対してＣＭＹ→ＣＭＹの三次元の補正テーブルを作成し、無
彩色のＫ成分の画像データに対してＫ→Ｋの１次元の補正テーブルを作成する。
【００５７】
　次にキャリブレーション処理の第２段階である補正テーブルを適用して記録を行う処理
について説明する。
【００５８】
　図８は補正テーブル適用処理を示すフローチャートである。
【００５９】
　ステップＳ２０２で、画像データがコンピュータ１より入力され、コンピュータ１から
の印刷の指示を受信すると、ステップＳ２０３では補正を適用するかどうかを判断する。
ここで、補正を適用しないで画像を記録する場合は処理はステップＳ２０７に進み、その
まま記録処理を実行する。
【００６０】
　これに対して、補正を適用する場合、処理はステップＳ２０４に進み、補正を適用する
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画像データがどのようなデータかを判別する。ここで、補正を適用するデータが無彩色デ
ータであれば、処理はＳ２０５に進み、Ｋ→Ｋの補正テーブルを適用する。これに対して
、補正を適用するデータが有彩色データであれば、処理はステップＳ２０６に進み、ＣＭ
Ｙ→ＣＭＹの補正テーブルを適用し、さらにＫ→Ｋの補正テーブルを適用する。なお、こ
の適用についての詳細は後述する。
【００６１】
　そして、補正テーブル適用後、処理はステップＳ２０７で記録処理を行う。
【００６２】
　ここで、図８のステップＳ２０６に関連して、有彩色データを処理する場合の補正テー
ブルの適用方法について、図１０～図１１を参照して詳細に説明する。
【００６３】
　図１０は有彩色データ（ＣＭＹ成分）と無彩色データ（Ｋ成分）とからなる画像データ
に対して補正テーブルを適用する処理に関連したデータフローを示す図である。
【００６４】
　図１１は図１０で示した補正テーブル適用処理を示すフローチャートである。
【００６５】
　まず、ステップＳ３０１ではコンピュータ１よりＣＭＹＫ色成分から成る画像データ（
ＣＭＹＫ画像データ）を記録装置２へ送信する。ここで、コンピュータ１より記録装置２
へ送信されるＣＭＹＫ画像データは、記録対象となる画像データの色空間を記録装置２で
出力可能な色空間内へ変換するカラーマッチング処理済みの画像データである。例えば、
記録対象の画像データがＲＧＢ画像データまたはＣＭＹＫ画像データであれば、ＲＧＢ→
記録装置により記録可能な色空間内のＣＭＹＫまたはＣＭＹＫ→記録装置により記録可能
な色空間内のＣＭＹＫへの色変換処理を行った後の画像データである。
【００６６】
　ステップＳ３０２～ステップＳ３０６は記録装置２における処理である。
【００６７】
　ステップＳ３０２では、送信されたＣＭＹＫ画像データを画素毎にＣＭＹ成分とＫ成分
に分離する。ステップＳ３０３では、ステップＳ３０２で分離されたＣＭＹ成分データに
対しキャリブレーション処理で生成されたＣＭＹ→ＣＭＹの３次元補正テーブルを適用す
る。また、分離されたＫ成分データに対しＫ→Ｋの１次元補正テーブルを適用する。
【００６８】
　ステップＳ３０４では、補正テーブルを適用して補正されたＣＭＹ成分データとＫ成分
データとを結合し、ＣＭＹＫ画像データとして色変換処理を行い、インク色を表現する各
成分データ（インク色データ）に変換する。ステップＳ３０５では多値の各インク色デー
タをインクの吐出／不吐出を決定する２値データに変換する中間調処理を行い、２値の各
インク色データを得る。
【００６９】
　ステップＳ３０６では２値の各インク色データを用いて記録処理を行い、記録ヘッドよ
りインクを吐出することで所望の記録媒体に記録する。
【００７０】
　なお、ステップＳ３０４、ステップＳ３０５、ステップＳ３０６の色変換処理、ハーフ
トーン処理、記録処理は公知の技術を使用するものとし、詳細な説明は省略する。
【００７１】
　従って以上説明した実施例に従えば、補正テーブル生成と補正テーブル適用の２段階に
より有彩色と無彩色のキャリブレーションを別々に行うキャリブレーション処理を実施す
ることが可能となる。また、有彩色と無彩色のキャリブレーションを別々に行うことで、
必要なパッチの数も従来例と比較して著しく削減することができ、一定の精度は確保しつ
つもキャリブレーションのための時間と手間と省くことができる。
【００７２】
　なお、図４に示した機能ブロック図では、補正テーブル適用部２２０が色変換処理部２
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２１の先にきている構成となっていたが、本発明はこれにより限定されるものではない。
例えば、図９の機能ブロック図に示すように、補正テーブル適用部２２０が色変換処理部
２２１の後に位置しても良い。このように、補正テーブルの適用は、コンピュータから受
信したＣＭＹＫ各色成分の画像データだけでなく、色変換後の記録装置の各インク色に対
応したＣＭＹＫ各色成分の記録データに対しても可能である。
【００７３】
　加えて、このように補正テーブルを適用するデータを変更することで、多種インクを用
いる記録装置において、有彩色のインクに対応する記録データの補正テーブルと無彩色の
インクに対応する記録データの補正テーブルとを分けることができる。例えば、Ｃ、Ｍ、
Ｙ、ライトシアン（Ｌｃ）、ライトマゼンタ（Ｌｍ）、レッド（Ｒ）、グリーン（Ｇ）、
ブルー（Ｂ）の有彩色と、Ｋ、グレイ（Ｇｙ）、ライトグレイ（Ｌｇ）の無彩色に分けて
キャリブレーションを行うことができる。
【００７４】
　この場合、有彩色について９8個のパッチを記録、測定する。更に目標色彩値２３１と
の差分を補正する有彩色の補正テーブルを作成する。無彩色については９3個のパッチを
記録、測定する。更に目標色彩値２３１との差分を補正する無彩色の補正テーブルを作成
する。目標色彩値２３１の作成方法や補正テーブルの生成方法については、前述の実施例
と同様である。補正テーブルの次元数はインク数に応じて有彩色で８次元（つまり多次元
）、無彩色で３次元となる。
【００７５】
　このようにすることで本発明は色変換後の各インク色に対応して、その色材の階調を表
現する記録データの有彩色成分と無彩色成分に対しても適用可能となる。
【００７６】
　以上の実施例は、特にインクジェット記録方法の中でも、インク吐出のために熱エネル
ギーを発生する手段（例えば電気熱変換体等）を備え、その熱エネルギーによりインクの
状態変化を生起させる方式を用いて記録の高密度化、高精細化が達成できる。
【００７７】
　さらに加えて、本発明のインクジェット記録装置の形態としては、コンピュータ等の情
報処理機器の画像出力装置として用いられるものの他、リーダ等と組合せた複写装置、さ
らには送受信機能を有するファクシミリ装置の形態を採るもの等であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】本発明の代表的な実施例であるキャリブレーション方法の概要を示す図である。
【図２】、
【図３】インクジェット記録装置の構成の概要を示す外観斜視図である。
【図４】キャリブレーションを実現するための用いるコンピュータと記録装置の機能ブロ
ック図である。
【図５】補正テーブル作成処理を示すフローチャートである。
【図６】パッチシートの構成を示す図である。
【図７】従来のパッチシートの構成を示す図である。
【図８】補正テーブル適用処理を示すフローチャートである。
【図９】キャリブレーションを実現するための用いるコンピュータと記録装置の機能ブロ
ックの別の構成を示す図である。
【図１０】有彩色データ（ＣＭＹ成分）と無彩色データ（Ｋ成分）とからなる画像データ
に対して補正テーブルを適用する処理に関連したデータフローを示す図である。
【図１１】図１０で示した補正テーブル適用処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００７９】
１　　コンピュータ
２　　記録装置
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１０　画像データ生成部
１９　入出力インタフェース
２０　入出力インタフェース
２１　画像データ取得部
２２　画像処理部
２３　データ保存部
２４　測色データ取得部
２５　補正テーブル作成部
２６　記録処理部
２２０　補正テーブル適用部
２２１　色変換処理部
２２２　ハーフトーン処理部
２３０　パッチ画像データ
２３１　目標色彩値
２３２　色補正テーブル
２３３　色変換テーブル
３００　通信回線

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】



(15) JP 5415729 B2 2014.2.12

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｈ０４Ｎ   1/407    (2006.01)           Ｈ０４Ｎ   1/40    １０１Ｅ          　　　　　

(72)発明者  石田　祐樹
            東京都大田区下丸子３丁目３０番２号　キヤノン株式会社内

    審査官  豊田　好一

(56)参考文献  特開２００７－０８９０３１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０９３９５７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－２９１２６７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０６－２２６９９８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－２８６５７１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平８－１１６４５６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－９４５５１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－１７６００３（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｎ　　　１／４６－６２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

